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1.組織の概要

(1)事業所名　　　　　　　　喜多電設株式会社

　代表者氏名　　　　　　　　　代表取締役社長　喜多　雄二　

(3)環境管理責任者　　　喜多　雄介
　　　　　　　　　　　　        工事部
　　　　　　　　　　　        　電話　　　　0942-62-1282
　　　　　　　　　　　　        ファックス　0942-62-1242
                                  メールアドレス　kitadensetsu@slim-c.net　

　　(対象活動)　　　　　

　

(5)事業規模　　　　　　　資本金　500万円

　　　　　　　　　　　 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

売上高 百万円 36 50 50

従業員数 　人 4 2.5 2

床面積 　㎡ 10 11 11

(6)事業年度　　　　　　　　3月～翌年2月

(7)対象組織図　　

1

福岡県知事許可　般－30第111457号

(2)所在地　　　　　　　 　　本社　福岡県久留米市城島町下青木1305番地１

　

(4)事業の概要　　　　　　電気工事業、管工事業、消防施設工事業

代表者
代表取締役：喜多雄二

環境管理責任者
喜多 静子

総務部門 工事部門

従業員従業員
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3.環境方針

制定日を明記して
代表者は署名すること

取組むテーマを箇条書に記
載する

環 境 方 針

喜多電設株式会社は建設工事を通じて、地球温暖化の原因となる二酸化
炭素を減らすことと循環型社会を推進し、地球環境に配慮して行動します。

１．次の事項に取り組みます。

（１）省エネルギーの推進で二酸化炭素排出量を削減します。

（２）リサイクルに取り組み廃棄物排出量を削減します。

（３）水使用量を削減します。

（４）グリーン購入を推進します。

（５）環境に配慮した設計施工に取り組みます。

（６）環境経営の継続的改善を行います。

２．関係する環境関連法規を遵守します。

平成30年 9月 １日制定
令和 3年 3月11日改定

喜多電設株式会社
代表取締役

喜多 雄二



３.環 境 目 標
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単位 該当事業所

令和2年3月
～3年2月
基準値

令和4年3月
～

令和5年2月

令和5年3月
～

令和6年2月

令和6年3月
～

令和7年2月

令和6年3月
～

令和7年3月

14,031 13,750 13,610 13,470 13,329

-2.0% -3.0% -4.0% -5.0%

626 613 607 601 595

-2.0% -3.0% -4.0% -5.0%

5,948 5,829 5,770 5,710 5,651

-2.0% -3.0% -4.0% -5.0%

240 235 233 230 228

-2.0% -3.0% -4.0% -5.0%

3.00 2.94 2.91 2.88 2.85

-2.0% -3.0% -4.0% -5.0%

17 16.51 16.34 16.18 16.01

-2.0% -3.0% -4.0% -5.0%

※購入電力量の排出係数は、令和元年度の九州電力の調整後排出係数0.371㎏-CO２を用いて算出した。

kg - CO2 本社

環境目標

⑵ ガソリン使用量の削減

⑴ 電気使用量の削減

1 二酸化炭素排出量の削減

kWh

L

本社

本社

3 水使用量の削減 ｍ３ 本社

2

一般廃棄物排出量の削減 kg 本社

産業廃棄物最終処分量の削減 Ton 作業現場

※下段の％は、令和２年度の実績をベースとしての削減率を示す。

グリーン購入
に配慮する

グリーン購入
に配慮する

グリーン購入
に配慮する

5 環境に配慮した施工の実施 件 本社 2

4 グリーン購入の推進 品目数 本社 6

計画実行 計画実行 計画実行 計画実行

グリーン購入
に配慮する



４．環 境 活 動 計 画

4-1 二酸化炭素排出量削減のための取組(責任者：喜多)

　　　　(1)電気使用量の削減

① (担当者:喜多)

② (担当者:喜多)

③ (担当者:喜多)

④ (担当者:喜多)

⑤ (担当者:喜多)

　　　　(2)ガソリン使用量の削減

① (担当者:喜多)

② (担当者:喜多)

③ (担当者:喜多)

④ (担当者:喜多)

⑤ (担当者:喜多)

⑥ (担当者:喜多)

⑦ (担当者:喜多)

4-2 廃棄物排出量削減のための取組(責任者：喜多)

　　　　(1)一般廃棄物排出量の削減

① (担当者:喜多)

② (担当者:喜多)

③ (担当者:喜多)

　　　　(2)産業廃棄物処分量の削減

① (担当者:岡)

② (担当者:喜多)

4-3 水使用量の削減(責任者：喜多)

① (担当者:喜多)

4-4 グリーン購入の推進(責任者：喜多) 

① (担当者:喜多)

② (担当者:喜多)

③ (担当者:喜多)

4-5 環境に配慮した施工の実施(責任者：喜多) 

① (担当者:喜多)

② (担当者:喜多)

4

カーエアコンの適切な使用

エアコン設定温度を決め、実行する

使用していないパソコン電源を切る

昼休み時間の消灯

照明器具、空調器フイルターの定期な清掃

LED照明への更新

アイドリングストップ

急発進・急加速・急減速の禁止

不要な荷物は積まない

空気圧の適正確認チェック(1ヶ月1回)

ふんわりアクセルエコスタート

分別によるリサイクルの推進

コピー用紙の両面使用

ミスプリントの低減

分別によるリサイクルの推進

早めのアクセルオフ

ＬＥＤ型照明器具の採用推奨　

省エネ家電の採用推奨　

転用可能な資材の活用

節水ラベルの貼付

グリーン相当事務用品の調査購入

グリーン購入品相当資機材の購入

再生品利用率の把握



５．環境目標の実績

単位
該当事業

所

目標達
成の判

定
目標達成率

月平均 1,145.8 月平均 921.4

月平均 51.1 月平均 52.1

月平均 485.8 月平均 388.8

月平均 19.6 月平均 16.0

月平均 0.2 月平均 0.4

月平均 1.4 月平均 0.9

備考：目標達成率は、実績値÷目標値×１００にて算出した。

環境目標
令和4年度

目標
令和4度
実績

1 二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 本社
13,750 11,057

○ 80%

⑴ 電気使用量の削減 kWh 本社
613

⑵ ガソリン使用量の削減 L 本社
5,829 4,666

× 102%

〇 －

626

192

4.20
2

3
10.7

ｍ３ 本社
16.51

水使用量の削減

産業廃棄物処分量の削減 Ton 現場
2.94

一般廃棄物排出量の削減 kg 本社
235

5 環境に配慮した施工の実施 件 本社

備考：二酸化炭素排出量は令和1年度の九州電力の調整後排出係数 0.371kg-CO2/kWh を用いて算出
した。

4 グリーン購入の推進 品目数 本社 配慮した

2 2

〇 －
グリーン購入
に配慮する

○ 80%

〇 82%

× 143%

〇 65%



６．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度取組内容

6-1 二酸化炭素排出量の削減

6-2 一般廃棄物排出量の削減

6-3 産業廃棄物最終処分量の削減

6-4 水使用量の削減

目標達成できた。今後も節水に対して注意喚起しながら努力していく。

6-5 グリーン購入の推進

6-6 環境に配慮した工事の実施

工事施工では、環境配慮型器具を選定し提案する様に指導している。

6-7 次年度の取組内容

6

今後もエコドライブの徹底を進める。

二酸化炭素排出量の削減は、目標にを達成した。

電気使用量の削減については、目標達成には至らなかった。

冬季におけるエアコンの使用時間の増大により全体的には電気使用量は増大した。

ガソリン使用量は車の稼働率の低下により減少した。

関係者全員にアイドリングストップ運動を実施出来た。

今後も引き続きアイドリングストップ運動を推し進めていく必要がある。

 一般廃棄物排出量の削減は、目標をクリアした。

業務増により目標は達成できなかったが。今後目標設定の変更を行っていく。

過剰に購入することを避け、使用する量だけ購入し無駄のないよう心がける。

引き続き、環境方針、環境目標、環境活動計画、環境経営システムは変更せずに今後も環境負
荷削減に取り組んでいく。



遵守状況

一般廃棄物委託基準の遵守 適正

産業廃棄物処理の義務 適正

処理基準の遵守 適正

保管基準の遵守 該当なし

産業廃棄物の保管、保管の届出 該当なし

許可業者への委託 適正

委託基準の遵守 適正

排出者責任、多量排出事業者の義務 適正

管理票（マニフェスト票)の交付 適正

管理票（マニフェスト票)の写しの保存期間 適正

管理票（マニフェスト票)に関する知事への定期報告 適正

管理票（マニフェスト票)の写しの送付を受けるまでの期間 適正

投棄禁止 適正

焼却禁止 適正

建設工事に伴い生ずる廃棄物の処理に関する例外 適正

該当なし

該当なし

回収依頼書、引取証明書、委託確認書の授受 適正

フロン類の放出禁止 適正

事業者及び消費者の責務 該当なし

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

7

環境関連法規 要求事項

廃棄物の処理及び清掃
に関する法律

特定家庭用機器再商品
化法（家電リサイクル法）

　　７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに

　　　　違反、訴訟等の有無

特定製品の管理者の責務

第一種特定製品の管理者の判断基準、指針

業務用のエアコンディショナー、冷蔵機器及び冷凍機器でフロン類が充てんさ
れている第一種特定製品のフロン引き渡し 該当なし

第一種フロン類回収業者は、第一種特定製品廃棄者に対しフ
ロン回収料金を請求できる

適正

フロン類の使用の合理化
及び管理の適正化に

関する法律
（フロン排出抑制法）



以上

8

環境目標に関しては今後変更を検討したい。
環境方針、環境活動計画及び実施体制はこのまま継続する。

８．代表者による全体評価と見直しの結果

8-1.今回の取組の評価結果

環境目標の達成状況は、ほぼ達成することができた。

8-2.環境経営システムの評価結果

環境方針に従いそれに沿った環境目標を設定し、目標達成の為に環境活動計画を立案実施してその評
価を実施した。
エコアクションに取り組むことで気を付けるようになり、環境負荷削減に取組むことが出来た。

8-3.見直しの結果


